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　巻頭言　Foreword

燃料電池から水素社会へ
Developing From Fuel Cells to a Hydrogen Society

東京ガス㈱　執行役員
グリーントランスフォーメーションカンパニー
水素・カーボンマネジメント技術戦略部長

矢加部久孝
Hisataka Yakabe

Executive officer, Director of Hydrogen & Carbonmanagement Department,  
Green Transformation Company, TOKYO GAS Co., Ltd.

　日本の水素関連技術開発、水素社会への取り組みの歴史は古く、1974 年からのサンシャイン計画、
1978 年からのムーンライト計画、そして、1993 年からのニューサンシャイン計画と、世界をリードす
るような大型プロジェクトが何度も遂行されてきた。ニューサンシャイン計画の中の目玉が WE-NET
プログラムであり、再エネ→水電解→水素→輸送→利用、を実証する壮大な内容であったが、2002 年
に終了している。
　何度となく繰り返された、生まれては消える水素のムーブメントであるが、今回ばかりは世界の潮流
となっており、本物の予感がある。今回の世界的な水素の潮流のきっかけは、2015 年の COP21（パリ
会議）及びパリ協定である。歴史上はじめて、すべての国が参加する公平な合意がなされたものであり、
世界共通の長期目標として、地球温暖化を産業革命以降の２℃以内（望むらくは 1.5 ℃以内）に抑える
という目標が設定された。パリ協定をきっかけに世界の多くの国がカーボンニュートラルに舵を切った
わけであるが、その実現のためには水素は重要な役割を果たすであろうことは言を俟たない。
　日本の水素に対するアクションは他国に先んじており、2017 年には世界で初めて水素基本戦略が策
定された。そして今年６月には新たな水素基本戦略も発表され、2040 年に向けた目標も公表された1）。
WE-NET 以降も、NEDO を通じての水素社会の早期実現に向けた取り組みは粛々と続いており、固体
高分子形・固体酸化物形燃料電池の技術開発、水素利用技術開発、水素利用等先導研究開発等が推進さ
れてきた。遡って、これまで日本は世界の燃料電池の研究開発、実用化、普及拡大をずっとリードして
きた。家庭用燃料電池エネファームは世界に先駆けて 2009 年に実用化され、また、2014 年には、トヨ
タ自動車が世界で初めて FCV「MIRAI」を発売した。燃料電池は、化石燃料を最大限に利用する究極
のシステムとして期待され、日本が技術開発を牽引してきたのである。
　ところが、最近になり、雲行きが怪しくなってきた。一気に脱炭素化のうねりが起き、欧州では
2023 年に「グリーンディール産業計画」が発表され、脱炭素化で遅れていた米国でも 2022 年「インフ
レ抑制法」が成立し、一気に巻き返しを図っている。また、これまで優位を保っていた燃料電池につい
ても、化石燃料をエネルギー源としていることで、その価値が低下してきている。これまで、多大なる
年月と労力を費やし、産官学挙げて開発してきた燃料電池であるが、その燃料源である化石燃料自体か
らの脱却が叫ばれている。まだ、本格的な普及に至らぬ中、これまでの開発が最終的に徒労に終わり、
商品がストランデイッド化するリスクが生じている。水素は化石燃料から作るものではなく、再生可能
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エネルギーから作るもの、と言う概念と電化傾向が増してきた。
　しかし、技術は無駄にはならない。技術は形を変えて甦る。これまで、日本が世界の先陣を切って
培ってきた燃料電池関連技術は、水電解関連の技術開発に活かされる。水電解は基本的に燃料電池反応
の逆反応であり、部材を細かく見ると電極やセパレータ材料などの違いはあるが、燃料電池の知識と技
術が水電解にも活用できる。PEM 形燃料電池は PEM 形の水電解として、また、SOFC は SOEC として、
グリーン水素を支える技術として転用される。
　また、水素社会実現に欠かせないのが水素キャリア（Hydrogen derivative）であるが、水素キャリ
アの合成技術にも電気化学的な手法が有効であり、効率的な合成方法として新たな研究開発もスター
トしている２）。そしてもう一つ、水素キャリアの一つである e-methane は都市ガスとの親和性が高く、
これまでの都市ガスインフラ、ガス機器をそのまま活用して脱炭素化が実現できる利点がある3）。低炭
素社会に向けて燃料電池が高効率機器のエースとして導入され、水素社会においては e-methane の活
用により脱炭素機器として生まれ変わる。
　水素社会はエネルギー多様社会であり、様々なエネルギーソースを組み合わせて、レジリエンスの高
い高効率な社会システムを作り上げることが肝要であり、そこにまた、日本の技術が活きることを期待
している。

　参考文献
1） 経済産業省ホームページ：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_

seisaku/pdf/20230606_2 .pdf.
２） NEDO ホームページ：CO2 等を用いた燃料製造技術開発、https://green-innovation.nedo.go.jp/

project/development-fuel-manufacturing-technology-co2/
3）  Nature Journal：https://www.nature.com/articles/d42473-022-00166-2
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